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自己評価・外部評価・運営推進会議活用ツール 

№ タイトル 評価項目 自己評価 記述 運営推進会議で話しあった内容 外部評価 記述 

Ⅰ.理念・安心と安全に基づく運営         

1 理念の共有と実践  

地域密着型サービスの意義をふまえた

事業所理念をつくり、管理者と職員は、そ

の理念を共有して実践につなげている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

法人の理念を元にグループホーム

の基本方針である「共に笑顔で」を

意識したケアに取り組んでいる。 

またふれあいフェスタにおいて事業

所の紹介を地域に行っている。 

      

2 
事業所と地域との

つきあい 

事業所は、利用者が地域とつながりなが

ら暮らし続けられるよう、認知症の人の理

解や支援の方法などを共有し、事業所自

体が地域の一員として日常的に交流して

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

ふれあいフェスタ・公民館祭への作

品出品などでこれまでの間接的交

流から直接交流が出来る機会が少

しずつ増えてきているが、コロナの

影響にて地域との交流が十分とは

言えない。 

自己評価内に今後どうの様な関りを持っ

て行くのかを記載した方がわかりやす

い。  

地区の人はグループホームの事を知っ

ているがまだ不十分である。講習会など

に職員が参加して捜索訓練や勉強会は

しているが、実際認知症の方にどう関わ

ればいいかわからない部分もある。  

自治会単位で関りに差があり、もっと地

区に PRするとつきあいも広がる。 

また地域でボランティアの方がおられ、

その方々に来ていただけると関りや繋が

りが増えるのでないか。 

    

3 
運営推進会議を活

かした取り組み 

運営推進会議では、利用者やサービス

の実際、評価への取り組み状況等につ

いて報告や話し合いを行い、そこでの意

見をサービス向上に活かしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 活動状況の報告は行えている。

事故報告がメインとなってしまって

いたが、少しずつ日々の活動につ

いて報告を行えるようになってい

る。動画での日々の様子紹介も行

っている。 

運営推進会議等で出た課題、不足

している問題についてはグループ

ホーム会議にて話を出して解決で

きることについては改善の取り組

みを行っている。 

会議における活動状況報告は毎回受け

ている。 

報告内容について同じような事故が多

い。特に薬については人的な要因で起こ

るため、しっかり取り組みをして減らして

もらいたい。 

報告書に写真を載せるとより普段の様子

がわかって良い。 

サービス内容として家族とのＬＩＮＥでは

連絡だけでなく写真や動画も一緒に送る

などして様子を伝えてもらいたい。 
 

    

4 市町村との連携 

市町村担当者と日頃から連絡を密に取

り、事業所の実情やケアサービスの取り

組みを積極的に伝えながら、協力関係を

築くように取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

運営推進会議の場に市職員に参

加していただき、グループホームの

現状を伝えて意見を頂いている。

また確認が必要な事については随

時連絡を行い確認している。 

４月に 3年に 1度の介護保険の報酬改

訂があり、説明会に参加しておられたり、

その他でも細かい点で市に連絡や確認

をされていたので、市との連携は出来て

いる。 
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5 
身体拘束をしない

ケアの実践 

代表者および全ての職員が「介護保険法

指定基準における禁止の対象となる具体

的な行為」を正しく理解しており、玄関の

施錠を含めて身体拘束をしないケアに取

り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

毎年定期的に法人研修に参加を

行い身体拘束について理解し対応

できている。 

帰宅願望や興奮時の対応にいつ

いてユニット間や他部署にも協力を

依頼してケアを行うように努めてい

る。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

身体拘束への意識は研修を通して正し

くできている。実際のケアにおいても拘

束にならない様に努めている。入居者の

行動に拘束ではなく自由に行動が出来

る様なケアに努めている。 

6 虐待の防止の徹底 

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連

法について学ぶ機会を持ち、利用者の自

宅や事業所内での虐待が見過ごされるこ

とがないよう注意を払い、防止に努めて

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

毎年定期的に法人研修に参加を

行い虐待防止について理解し対応

できている。 

万が一、虐待の疑いが確認された

場合は直ちに報告・相談するよう全

職員に周知している。 

また日頃から職員個々が自身のケ

アの振り返りを行う指導を行ってい

る。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

身体拘束と同様に研修を通じて虐待防

止に努めている。 

7 
権利擁護に関する

制度の理解と活用 

管理者や職員は、日常生活自立支援事

業や成年後見制度について学ぶ機会を

持ち、個々の必要性を関係者と話し合

い、それらを活用できるよう支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

成年後見制度を知っているが、現

入居者においては活用されていな

いため、学ぶ機会の支援は出来て

いない。 

      

8 
契約に関する説明

と納得 

契約の締結、解約また改定等の際は、利

用者や家族等の不安や疑問点を尋ね、

十分な説明を行い理解・納得を図ってい

る 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

契約に関する説明等は十分な理解

を得られるように説明を行い、疑問

点があれば伺いながら対応を行っ

ている。 

      

9 

運営に関する利用

者、家族等意見の

反映 

利用者や家族等が意見、要望を管理者

や職員ならびに外部者へ表せる機会を

設け、それらを運営に反映させている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 毎年ご家族アンケートを実施して

要望の確認を行ったり、日々の面

会時、LINEにて要望を確認してい

る。また意見箱の設置にて広く意

見を伺う機会を持っている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

今年度もご家族アンケート実施をしてい

る。 

サービス内容として家族とのＬＩＮＥでは

連絡だけでなく写真や動画も一緒に送

るなどして様子を伝えてられるようにし

ていく。 

10 
運営に関する職員

意見の反映 

代表者や管理者は、運営に関する職員

の意見や提案を聞く機会を設け、反映さ

せている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 日頃からの意見交換や管理者と

の面談等で意見の提案を行う機会

は定期的にある。グループホーム

会議等で話を行っている。 

今後意見の反映や出てきた課題を

解決する方法を見つけていく。 
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11 就業環境の整備 

代表者は、管理者や職員個々の努力や

実績、勤務状況を把握し、給与水準、労

働時間、やりがいなど、各自が向上心を

持って働けるよう職場環境・条件の整備

に努めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

年に 2回管理者との面談を行って

話をする機会を持っている。またス

トレスチェックの実施にて要因とな

っているヒントを見つけて改善策を

検討して勤務時間の調整を行って

いる。 

また給与水準については法人にて

処遇改善手当等での配慮を行って

いる。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

職員との面談を実施して改善が必要な

ことはユニット会議やグループホーム会

議で検討して実施に繋げている。 

１２ 
職員を育てる取り

組み 

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケ

アの実際と力量を把握し、法人内外の研

修を受ける機会の確保や、働きながらト

レーニングしていくことを進めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

法人内研修やグループホーム内研

修において学ぶ機会を持つように

しているが、勤務都合等により学ぶ

機会が少ない職員が存在してしま

う。 

ユニットリーダーと職員の育成につ

いて日頃から相談を行う体制が持

てている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

職員のケアに対する力量を確認して指

導を行っている。 

指導方法のばらつきがある、リーダーと

相談しながら都度改善を行って行く必要

がある。 

業務マニュアルの活用も必要。 

13 
同業者との交流を

通じた向上 

代表者は、管理者や職員が同業者と交

流する機会を作り、ネットワークづくりや

勉強会、相互訪問等の活動を通じて、サ

ービスの質を向上させていく取り組みをし

ている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

ここ数年間はコロナ禍にて法人外

の同業種との交流が実施できてい

なかった。 

今後交流の機会の確保が必要と

考えている。 

      

１４ 
本人と共に過ごし

支えあう関係 

職員は、本人を介護される一方の立場に

おかず、暮らしを共にする者同士の関係

を築いている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 職員は一緒に暮らす家族として

日々の関わりを意識し、それぞれ

出来ることでお互いに協力して

日々の家事を職員と一緒に行って

いただい関係構築を行っている。 

      

15 
馴染みの人や場と

の関係継続の支援 

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの

人や場所との関係が途切れないよう、支

援に努めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

コロナ禍により少なかった地域に出

かける機会が少しずつ増えてい

る。面会やリモートでも面会も行

い、大切な人との関係が継続でき

るようにしている。なじみの方が来

られて面会をされている。 

ご家族との外出は主に受診のみの

外出が多かった。 
 

コロナの関係で中々会えない事もあった

が、面会が出来るようになり良かった。 

知人には面会が出来るのかわからない

事があり、まだコロナで会えないのでは

ないかと思っている人も多いと思う。 

今後、外出の機会が増える様にしていき

たい。 

    

Ⅱ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント         
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16 思いや意向の把握 

一人ひとりの思いや暮らし方、生活環境、

一日の過ごし方の希望や意向の把握に努

めている。 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

今の暮らしや日頃の様子を観察

し、チームでの情報共有、担当職

員を通じてご家族様との意見交換

や意向の確認、ご本人からも希望

を伺いながら行っている。 

日頃ボーっとしている時間が多くな

りつつあり、生活の活性化を目指

す必要がある。 

      

17 

チームでつくる介

護計画とモニタリン

グ 

本人がより良く暮らすための課題とケアの

あり方について、本人、家族、必要な関係

者と話し合い、それぞれの意見やアイディ

アを反映し、現状に即した介護計画を作成

している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

本人、ご家族の希望や意向を確認

してカンファレンスを行いケアプラン

の作成をしている。 

話し合いは行っているが、今後は

個別の関わりの時間をもっと持ち

たいと考えている。 
 

ケアサービスについては 1か月ごとに評

価を実施し、サービス内容の振り返りを

行っている。 

ご家族の意向についてはプラン見直しの

タイミングで担当職員から日頃の様子を

お話して意向を引き出すように心がけて

いる。 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

通院・受診・薬に関して担当職員からこ

まめに連絡を行ってもらっている。 

18 
個別の記録と実践

への反映 

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや

工夫を個別記録に記入し、職員間で情報を

共有しながら実践や介護計画の見直しに

活かしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

日々の記録を詳細に行い、申し送

りを行い、変化があるときなどはよ

り詳細に入力し、チーム内で情報

の共有を行っている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

日頃の記録を行い、日々の状態把握、

状態の共有を行い、ケアプラン作成の

際にも普段の記録を参照し活用してい

る。今後記録をより良いケアに繋げてい

く。 

19 

一人ひとりを支える

ための事業所の多

機能化 

本人や家族の状況、その時々に生まれる

ニーズに対応して、既存のサービスに捉わ

れない、柔軟な支援やサービスの多機能化

に取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

以前はヘルパーを利用されたりし

ていた方があった。現在はご本人

に必要な福祉用具を外部業者の方

から個別レンタルをされている。多

機能化にはいたっていない。 

併設されている運動施設を利用したり、

福祉用具のレンタルや法人の歯科衛生

士による口腔機能維持サポートを行い、

グループホームで提供できないサービス

がある場合には、外部資源を活用してグ

ループホームでの生活が送れる様な支

援を行っている。 

    

20 地域資源との協働 

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源

を把握し、本人が心身の力を発揮しながら

安全で豊かな暮らしを楽しむことができるよ

う支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

地域との関わりが、コロナのために

不十分であった。 

地域の資源について把握が不十

分である。 

 ボランティアや郵便局・公民館といった

地域資源の活用がコロナの影響で少な

かったが、今後は以前の活動内容を少し

ずつ再開していく事が必要ではないか。 

    

21 
かかりつけ医の受

診支援 

受診は、本人及び家族等の希望を大切に

し、納得が得られたかかりつけ医と事業所

の関係を築きながら、適切な医療を受けら

れるように支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

主治医に関してはご家族の希望に

合わせて設定している。 

事前の情報提供票の作成などか

かりつけ医師に必要な情報を伝え

られるようにして相談を随時行って

いる。 
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ご家族への状態の共有が不十分と

ならないような情報共有を行ってい

く必要がある。 

22 
入退院時の医療機

関との協働 

利用者が入院した際、安心して治療できる

ように、また、できるだけ早期に退院できる

ように、病院関係者との情報交換や相談に

努めている。あるいは、そうした場合に備え

て病院関係者との関係づくりを行っている。 

 
 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

管理者やケアマネ、看護師で地域

連携室やご家族と情報を共有し連

絡を行っている。 

協力医療機関との入居者情報の

共有を行い関係構築を行う必要あ

り。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

入退院時には病院の地域連携室と連携

を図りグループホームでの生活につい

ての話し合いやグループホームに戻る

事が難しい場合でも他施設入所につい

ても視野に入れて話し合いを行ってい

る。 

23 

重度化や終末期に

向けた方針の共有

と支援 

重度化した場合や終末期のあり方につい

て、早い段階から本人・家族等と話し合い

を行い、事業所でできることを十分に説明し

ながら方針を共有し、地域の関係者と共に

チームで支援に取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

終末期について指針の整備を行

い、看取り期となった場合にはご家

族に説明を行っている。 

また職員は研修を行いケア方法に

ついて確認を行っている。また看取

り後は振り返りを実施している。 

看取りについて主にご家族との話

し合いとなっており、ご本人との話

し合いという点は出来ていない。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

重度化・看取り期については主治医や

ご家族様と話し合いを行い、病院での看

取りか施設での看取りを行うのか意向

の確認を行っている。 

終末期になってからではなく、元気な時

にご本人から希望を伺える方には伺っ

ておくことが今後は重要である。 
 

24 
急変や事故発生時

の備え 

利用者の急変や事故発生時に備えて、全

ての職員は応急手当や初期対応の訓練を

定期的に行い、実践力を身に付けている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

急変時の連絡体制について整えて

いる。救命救急については研修を

行って手順や注意点について確認

している。 

      

２５ 災害対策 

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問

わず利用者が避難できる方法を全職員が

身につけるとともに、地域との協力体制を

築いている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

年に 2回の防災訓練を実施し、日

中夜間想定の訓練を実施してい

る。 

水害訓練についても訓練している。

今後は共同で訓練が出来ればと思

う。 

水害の際には高齢者等避難指示の連絡

を受け、グループホームの入居者も本部

2階に避難を行う想定訓練を実施した。 

水害の際には慌てず避難を行う様に話

し合っている。 

大きな震災の際に崩れそうな家に戻ろう

とするケースがあった。混乱されている

方や避難が難しい場合には警察に頼っ

てもらう事も有効ではと思う。 

地域を交えての訓練も今後検討していき

たい。 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

8月に地区で話し合いがあったが、法人

本部の建物が地区で一番大きな建物と

なるので、何かあれば本部の建物に避

難した方が良い。 

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援          
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26 

一人ひとりの尊重

とプライバシーの

確保 

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライ

バシーを損ねない言葉かけや対応をして

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

法人の危険禁止行為一覧表を元

にケアの内容について日頃から内

容の確認を行っている。 

また声の掛け方や声の大きさに気

をつけて相手が不愉快にならない

ように配慮している。 
 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

（危険禁止行為一覧は不適切なケアと

ならない様に委員会を中心に法人で定

めているもの） 

日頃の中でスピーチロックにつながる声

掛けをしてしまっている場面がある（ちょ

っと待ってと行動を制止する事） 

1人ひとりに対する尊重の気持ちを持

ち、丁寧な言葉や意識出来る様にする

必要がある。グループホーム内研修とし

て認知症の方への声掛けを学ぶ機会を

持っている。 

27 
日々のその人らし

い暮らし 

職員側の決まりや都合を優先するのでは

なく、一人ひとりの日常生活における希

望や意向、暮らしのペースを大切にし、そ

の日をどのように過ごしたいか、希望に

そって支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

ご本人の意向を確認しながら対応

を行っている。 

職員数が少ない時には希望や意

向に沿えないことがある。 

      

28 
食事を楽しむこと

のできる支援 

食事が楽しみなものになるよう、一人ひと

りの好みや力を活かしながら、利用者と

職員が一緒に準備や食事、片付けをして

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

出来る作業を分担して下準備や盛

り付け、調理、片づけを手伝ってい

ただいている。 

誕生日には好みのものを献立に取

り入れている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

出来る作業を分担して、食事につながる

一連の流れに入居者様がそれぞれ出

来る方に関われる機会を持っていただ

いている。 

今後は食事を楽んでいただくためにも外

食も検討していく。 

29 
栄養摂取や水分確

保の支援 

食べる量や栄養バランス、水分量が一日

を通じて確保できるよう、一人ひとりの状

態や力、習慣に応じた支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

栄養面については必要に応じて法

人の栄養士と相談を行っている。ご

家族と相談して栄養補助食品や差

し入れを頂いている。 

食事や水分の摂取量を記載してチ

ームで共有している。 

嚥下状態に合った食事形態で刻み

やブレンダーによるミキサー食等

の形態で食事提供を行っている。

水分摂取量が少ない方については

水分確保に色々な水分を勧めるな

ど水分量の確保に努めている。 

      

30 口腔内の清潔保持 

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎

食後、一人ひとりの口腔状態や本人の力

に応じた口腔ケアをしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

毎食後の口腔ケアの声掛け、介助

を行っている。 

口腔内の異常があった時には法人

の歯科衛生士に相談を行い、歯科

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

定期的な口腔ケアと共に、ご本人から歯

が痛い等のお話があった時や、食事の

際に痛みで食べられない等の様子を確

認し、歯科衛生士に助言を得ながらご
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受診や往診の依頼をご家族と相談

して口腔状態の改善に繋げてい

る。 

家族に連絡をして歯科往診や受診に繋

げられる様にしている。 

今後もトラブルに対して気づいていける

ようにしていく。 

31 排泄の自立支援 

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一

人ひとりの力や排泄のパターン、習慣を

活かして、トイレでの排泄や排泄の自立

にむけた支援、便秘の予防等、個々に応

じた予防に取り組んでいる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

日々の様子を観察することで、随

時トイレ案内を行っている。 

リハビリパンツにではなく布パンツ

を継続できるようなケアも職員同士

で相談を行って取り組んでいる。 

便秘に対しては必要に応じて主治

医に相談を行っている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

便秘になりやすい方についてはご家族

を通じて主治医に相談して下剤により定

期的な排便があるようにしている。 

今後、下剤に頼らない排便を目指して運

動や食事面を通じた改善を目指してい

きたい。 
 

３２ 
入浴を楽しむこと

ができる支援 

一人ひとりの希望やタイミングに合わせ

て入浴を楽しめるように、職員の都合で

曜日や時間帯を決めてしまわずに、個々

にそった支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

曜日は目安として設けているが、

出来る限りご本人の気分や要望に

沿って時間や日にちを変更してい

る。 

必要な方には同性の入浴介助を行

うようにしている。 

      

33 安眠や休息の支援 

一人ひとりの生活習慣やその時々の状

況に応じて、休息したり、安心して気持ち

よく眠れるよう支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

1人 1人の状況に応じてご本人が

眠れない時には食堂にて過ごして

いただいている。 

日中に休まれる時間が長くならな

い様に時間を気を付けたり、活動

や外気浴、散歩等で昼夜逆転とな

らない様気にかけている。 

      

34 服薬支援 

一人ひとりが使用している薬の目的や副

作用、用法や用量について理解してお

り、服薬の支援と症状の変化の確認に努

めている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

薬の変更があった時には常時情報

の更新を行っている。 

既往歴や内服薬の全て把握できて

いないが、体調不良の度に都度確

認を行っている。 

日頃からマニュアルを遵守して事

故の無い様に気をつけている。 

事故発生時には内容を職員間で話

し合い、手順の内容を随時確認し

て見直しや周知を行っている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

誤薬事故が発生することがあった。 

運営推進会議の場で意見としていただ

いたマニュアルが守れず事故につなが

ったケースがあり、職員の意識を向上し

ていく必要がある。 

定期薬の内服回数や取り扱いについて

は日ごろの状態を確認しながら情報を

適宜ご家族・主治医にお伝えして対応し

ている。 

薬が多い方だと１０錠等がある。お薬の

１包化で内服前の錠数確認を行ってい

る。 

内服に対して理解が難しく拒否をされ

る、内服がしにくい等の様子についても
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時間の変更や形状の相談も引き続き行

っていく。 

３５ 
役割、楽しみごとの

支援 

張り合いや喜びのある日々を過ごせるよ

うに、一人ひとりの生活歴や力を活かし

た役割、嗜好品、楽しみごと、気分転換

等の支援をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない１ 

ご家族から入居時に情報収集シー

トの記入をしていただき、生活に活

かしている。 

入居後はご本人や家族様と確認を

行いながら日々支援を行っている。 

レクリエーション活動などを行って

楽しみを持っていただくようケアプ

ランにも内容を記載している。 

気分転換があまり出来ていないと

感じる。 

コロナウイルスの影響でなかなか出られ

なかったが、その中でも楽しみ事として、

自宅でも農作業を行っていた昔の楽しみ

を今でも取り組めるようにしてもらえてい

て嬉しい。 

これからは外出や外に出掛けての楽し

みを増やしてもらいたい。 

これまでは外出に二の足を踏むこともあ

ったが、現在紅葉の外出ドライブを実施

している。 

個別的なドライブにも取り組みを考えて

いる。 

レクリエーション・イベントでは職員が工

夫して盛り上げている。そのようなイベン

トを入居者さんも楽しんでおられた。 

イベントを楽しんでいただこうとする姿勢

が見られていた。 

今後は自宅にいた様な嗜好品などを活

動の楽しみを見つけていただきたい。 

    

36 日常的な外出支援 

一人ひとりのその日の希望にそって、戸

外に出かけられるよう支援に努めてい

る。また、普段は行けないような場所で

も、本人の希望を把握し、家族や地域の

人々と協力しながら出かけられるように

支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

その日、その時の希望としては応

えられていないが、少しずつ個別

の外出の機会は持てている。 

地域の中に外出という点では少な

いと思う。 

今後はご家族の協力も得て病院以

外に出かけるようにしていきたい。 

外に出掛ける機会をもう少し持てたら、

本人が行きたい所例えば美術品を見る

のが好きな方は、イベント開催期間中に

美術館に出掛ける。 

思いをうまく伝えられない方にはご家族

に伺い出掛けたいと思う。 

以前家族、職員、入居者で花回廊に外

出に出掛ける事もあったので、声を掛け

てもらったら出掛けたい。 

（インフルエンザなどの感染症流行期を

避けて） 

地域での菜の花・ひまわり畑・蓮などあ

ればそこにも出掛けてみたい。 
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37 
お金の所持や使う

ことの支援 

職員は、本人がお金を持つことの大切さ

を理解しており、一人ひとりの希望や力

に応じて、お金を所持したり使えるように

支援している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

お金を持ってることで安心される方

についてはご家族と相談の上で自

己管理をしていただいている。 

自己管理されているお金について

は使用する機会は少なく、職員が

サポート出来ていない。 

ご本人とは別で事務内に小口現金

としてお金をお預かりしており、必

要時にはそちらから使用し、使用

状況は毎月ご家族に報告を行って

いる。 

      

38 電話や手紙の支援 

家族や大切な人に本人自らが電話をした

り、手紙のやり取りができるように支援を

している 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

ご自分で携帯電話を持っておられ

話をされる機会がある。施設のタブ

レットを使用してのオンライン面会

や LINEにて写真を送っていただき

写真を見られる機会がある。 

その他に手紙のやり取りをされる

方もある。 

      

39 
居心地のよい共用

空間づくり 

建物内部は一人ひとりの身体機能やわ

かる力を活かして、安全かつできるだけ

自立した生活が送れるように工夫してい

る。共用の空間が、利用者にとって不快

や混乱をまねくような刺激がないように配

慮し、生活感や季節感を採り入れて、一

人ひとりが居心地よく過ごせるような工夫

をしている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

感染対策のアクリル板が撤去され

てからは入居者同士がお話をされ

る機会も多くなっている。 

入居者それぞれの方に応じた居室

環境を、共用スペースでは観葉植

物を飾り、廊下のベンチやソファ

ー、テラスでお話をされたり日光浴

をされる様子が見られている。 

職員は入居者の行動に合わせて

危険の無い様な空間作りを随時話

し合いを行い作っている。 

食堂には季節に応じた飾りを掲示

しているが、今後も季節感をもっと

感じられる様な空間が作れるように

していきたい。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

現在ユニットの食堂環境の見直しを行う

予定をしている。 

玄関やテラスには植物を植えたり、園芸

サークル活動を行い、季節感を感じられ

る心地の良い環境を作っている。 

Ⅳ．本人の暮らしの状況把握・確認項目（利用者一人ひとりの確認項目）         

40 
本人主体の暮ら

し 

本人は、自分の思い、願い、日々の

暮らし方の意向に沿った暮らしができ

ている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

ご本人の意向を確認しながらケア

プランに繋げてケアを行っている。 

積極的にお手伝いが可能な方もお

られ、洗い物やベランダのプランタ
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ーで季節の花を育てておられる方

もおられる。 

認知症の進行から混乱される方も

おられ、なかなかご本人の意向をく

み取れない場合もあり、十分な関

わりが出来ていないと思うこともあ

る。 

41 

本人は、自分の生活歴や友人関係、

暮らしの習慣、特徴など様々な情報

をもとに、ケア・支援を受けることがで

きている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

家事がお好きな方には家事を行っ

ていただいたり、運動が好きであっ

たり、新聞を読むことが日課であっ

た方には習慣が継続出来るように

している。また友人との面会や親戚

の方との電話連絡などの支援を行

っている。 

入居前からの生活歴から伺ったこ

とを元にケアに繋げているが、段々

とグループホーム内での生活に合

わせたケアが多くなっている。今後

はこれまでの生活歴につながる様

なケアも今後は考えていきたい。 

      

42 

本人は、自分の健康面・医療面・安全

面・環境面について、日々の状況をも

とに、ケア・支援を受けることができて

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

体調面については日々観察を行っ

て、必要に応じて看護師、ご家族、

主治医と連携を図り体調管理を行

っている。 

器械運動が可能な方には器械運

動を主治医と相談して取り組んで

いる。 

ご自分からうまく体調について表現

できない方もあり、日々の様子を記

録して、チームにて共有し、ちょっと

した変化があれば相談や連絡をす

みやかに行うように心がけている。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

日々の体調観察として、現在毎日の検

温と血圧測定を行い、少しでも体調の変

化に早く気づける体制をとっている。 

今後も主治医・ご家族・職員が連携して

健康状態が維持できるような支援を行っ

ていく。 

43 生活の継続性 

本人は、自分のペースで、これまでの

暮らしの習慣にあった生活ができて

いる 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

ご自分のペースに合わせて介助を

行い、環境や行動に危険な時があ

れば職員が状態観察や介助を行

い対応している。 

また体調の観察と配慮を行いなが

ら調子の良いタイミングでこれまで
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続けてこられた包丁とぎの役割等

を続けていただいている。 

44 

本人は、自分のなじみのものや、大

切にしているものを、身近（自室等）

に持つことができている 

A． 充分にできている 

B． ほぼできている 

C． あまりできていない 

D． ほとんどできていない 

居室には仏壇を設置したり、写真

を飾ったりしている。ご家族が買っ

てこられたお守りを身に着けていた

だいていたり、お化粧や化粧道具

を大切にされている方もある。 

自分にとって大切なものや大事に

されている物があればかばんや居

室で管理されている。 

ご自分の私物管理が難しい方につ

いては職員が介入して管理を行っ

ているが、中にはなじみの物が増

やせる提案が行えていない方もあ

る。 
 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

居室内はご家族と相談をしながらベッド

などの環境を整えている。 

ご自宅で使用されていたテーブルや椅

子などを持参していただき、それぞれの

居室環境を整えて、ご自身の部屋と認

識が持てる様な環境を整えていきたい。 

45 

本人は、自分の意向、希望によって、

戸外に出かけることや、催（祭）事に

参加することができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

外出が出来る期間と、感染対策か

ら外出を控える期間があり、地域

や外出支援がなかなか行えないこ

とがあった。 

地域のお祭りに出かける、買い物

やドライブ等の外出や個別の外出

も、少しずつ出かけることが出来て

いる。 

また法人の別事業所の行事に一

緒に参加したりする機会もあった。

今後はその日、その時、「○○に行

きたい」といった意向や気分での外

出に対応が出来るようになればと

思っている。 

公民館祭以外でイベントは歌の講座が

予定されている。 

公民館の 2 階で開催となり、なかなか階

段の上がり降りが難しい。 

歌が好きな方がおられるが、身体機能的

に 2階に上がるのは難しい。 

歌を歌う事で嚥下機能の維持にもつなが

ると思う。 

地域イベントで毎年行っている事の情報

収集がうまくできていない。 

今後は運営推進会議の場で教えていた

だいた情報を元にみのりの里から顔を出

して顔なじみの関係を作れたらと思う。 
 

    

46 
本人が持つ力の

活用 

本人は、自分ができること・できない

こと、わかること・わからないことを踏

まえた、役割や、楽しみごとを行うこと

ができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

プライドや自尊心が傷つかない様

に配慮し、家事など出来ることが続

けられる様な支援を行い「人の役

に立てている」という気持ちを持っ

ていただけるよう心がけている。 

ご本人の状態観察を行い、出来る

範囲が少しずつ広がればと思うこ
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ともあるが、関わる時間が少なくい

ろいろなことを試すことが出来てい

ないと感じることもある。 

今後の関わりで出来ることや楽し

みを見つけられる可能性が広がれ

ばと思う。 

47 

本人は、自分がいきいきと過ごす会

話のひと時や、活動場面を日々の暮

らしの中で得ることができている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

色々な家事を通じて笑顔が見られ

ており、職員は日ごろから笑顔が

出るような声掛けを心がけている。 

特にレクリエーションの時間には積

極的にコミュニケーションを図り笑

顔を引き出していけるように心がけ

ている。 

また入居者同士ベンチやソファー

に座りお話をされていたり新聞の

内容でお話をされていたりする様

子が共有スペースで見られてい

る。一方では耳が遠く、うまく会話

が行えていない方もおられるので

職員との会話では笑顔で話をされ

ている。 

今後は身体能力を活かした活動の

幅を広げ、職員と入居者とのゆっく

り会話をする時間を楽しめる支援

を行いたい。 

  

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

コロナ期間中の評価となり内にこもった

評価コメントとなっている。 

個人の役割をもっていただきそれぞれ

が活躍できる場面を作っていきたい。 

コロナによる制限も少しずつ緩和されて

きているこれからインフルエンザ等が流

行る時期となり、また制限のある状況は

出てくるかもしれないが、日常とは何か

を考え、ご本人の身体能力を活かし活

動の幅を広げていく。 

48 

本人は、自分なりに近隣や地域の

人々と関わったり、交流することがで

きている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

地域活動係が中心となって作品作

りを通じて関わりが途切れない様

にしている。 

また公民館祭に作品の出展やお祭

りに参加される方もある。 

日頃はよらいやを利用される方が

外を運動中に手を振り返すあいさ

つをする交流は持てているが、受

け身でありこちらから地域へ出か

けていくことが少ない。 

評価を行った際には令和 5年度の活動

状況は地域に出掛けたりする事は少な

く、受け身であった。 

現在は少しずつコロナ以前の活動を再

開しておりボランティアさんの受け入れを

行っている。 

これまで傾聴のボランティアやアニマル

セラピーといったものから、踊りのボラン

ティア、フラワーアレンジメントの再開も

行われ、色々な人の力を借りて関わりが

出来るようになっている。 

公民館祭への作品出展は継続していき

たい。 
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４９ 総合 

本人は、この GHにいることで、職員

や地域の人々と親しみ、安心の

日々、よりよい日々をおくることができ

ている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

体力の低下や状態の変化に合わ

せて対応が困難になってきている

と感じる場面もある。 

一方で以前帰宅願望の強かった方

がグループホームでの生活に慣れ

て徐々に落ち着いてこられているこ

ともある。 

他事業所の職員やよらいやを利用

される地域の方が入居者に声をか

けてくださっている。 

今後色々な方との関わりが増え、

安心した日々を過ごすことが出来

るような関わりや支援を行っていく

必要がある。 

コロナ感染を意識した制限による地域と

の交流が少ない日々であったが、5類に

移行されて以降は徐々に制限の緩和も

されている。 

意見として頂いた地区の運動会や公民

館祭などコロナ前に出かけていたところ

に再訪する事から関わりを増やしていく

きっかけにされてはどうか。 
 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

オレンジカフェといった認知症カフェの再

開をやってみても良いのでは？ 

その他の普段の活動として法人の福祉

車両を見るくらいで、地域で動かされる

様子はあまりピンと来ないこともある。 

自分たちの活動のアピールが不足して

いるからと思われる。自分たちの活動を

色々な人に向けての活動発信を行って

行きたい。 

 


